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近世初期， 装束に代って服装界の中心的存在
となった模様ノj、袖は， その後も， 積々の相関関

係を伴って一層の発達を遂げた。 その隆盛振り

は， 構成上の変遵と染織上の変遷とに大別して

論じられようが， ここでは， 後者， 染織の方面
に着眼し， さらに， 地質 ・地色 ・模様・技法等

の観点のうち， 模様の配置上の問題に関して，

本本学講師 日本服装史

文献 ・絵画 ・ 実物の 実例に即して， 世相との関

連性， あるいは服装相互の関連性の上に考察し
類別することを試みるものである。

I 寛文模様から腰高模様への動向

l 寛文模様の 形成
曳尾庵の著わした随筆f我衣jには，

覚永十六年 迄は武家は格7，jIj町人百姓ともに

衣服装愈相なり1)

とあり， また新見正朝の「むかしむかし物語J

には，

六七十年以前は， 女中地梨と云/1、袖持ざる

人なし， 人をも仕ふ女中， 上着小袖数は持

ず共地梨は持， 惣身を金薄にて， 一面に松

河菱の様に薄置たる小袖なり2)

と記されて， 江戸時代初期の小袖染織は， 権力
を基盤とした武家社会を中心に， 維や金銀箔が
主流であったことが知られる。 しかし， 次いで

部も明磨、三年 酷正月 十八日辰の刻ばかりのこ
となるに， 乾のかたより風吹出し， しきりに
大風となり， ちりほこりを中 天に吹上て， �

にたなびきわたるありさま， 雲かあらぬか，

煙のうずまくか， 春のかすみのたな引かとあ
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やしむほどに， 江戸中の貴賎門戸をひらきえ
ず， 夜は明ながら， まだくらやみのごとく，

人の往来 もさらになし。 ゃうやう来の亥IJにお

しうつる時分に， 本郷の四丁目西口に本妙寺

とて日蓮宗の寺より， 俄に火もえ出て， くろ

爆天をかすめ， 寺中一同に焼あがる折ふし，

魔風十方にふきまはし， 即時に湯島へ焼出た

り……十九日のあけぼのサ日の辰の刻造， 昼

夜四日の大火事に， おびただしき旋風ふきて
猛火さかりになり， 十町廿町をへだてて飛こ

み飛こみもえあがりけるほどに， 前後さらに

わきまへなく， 諸人にげ惑ひてほのぼにこが
され煙にむせび……あそこ悲の堀溝に， 百人

二百人ばかりづっ死に倒れてなしといふ所も

なし。 火しづまりてのち， つぶさにしるし付

たれば， およそ十万二千百余 人とぞかきたり
ける……小袖の前後すそまでもえたるをもみ

けして， ゃうやう肩にかけ， 手足のやけ損じ

たるも有， 妻子孫子に別れて， 泣々あつまる

人も有， 昔年はさしも富貴栄花なる人， ー跡

皆失ひっつ， 手と身とになり， 命詐りをたす

かりて， 寒さのままに耽を忘れたるわかき女

房なんども多く集りて， 小鉢の破にかゆをう
けて， 7目と共にくふもあり。 あはれなりける
ありさまなり剖

と， 浅井了意の「むさしあぷみJ は明暦の大火

の濫威の情況を記している。

開幕以来50 余 年間， 金銀多彩であった江戸の
町は 2 日 3挽のうちに灰盛と化し， この直後に

登場した衣裳が， 染を中心とした七三構成のい
わゆる寛文小袖であった。 初刊の小袖雛形本，

寛文 7 年 (1 667)刊「柳ひいながたJ は， この

衣裳構成を 代表する資料であることは異論のな

いところであろう。 確かに， 上下 2 巻に所収さ

れた 20 0 図の小袖型のうち， 3 図が段模様， 後

室模様20図のうち1 6図が散らし模様で， その他

の 1 81 図はすべてこの寛文模様で占められてい

る。
大名による金碧称美の趣味に支えられて桃山

期の特色を継承した華麓なる金銀縄箔の技法が

染に移ったのは， 焼失し尽した小袖を補充すベ

く， 早急に大量にという需要に対処するための
ものであったが， この模様構成の 形成を考える

場合， 間様の目的から， 手 間を要さずに意匠の
漸新性を求めた結果とばかりは言いきれないも

のがある。 なぜならば， この七三構成は， í御
ひいながたJにおける見出に先立って， 京都の

呉服商， 雁金屋の注文l隈， 万治4 辛丑 年(1 661 )
の「御闘帳」およひe寛文必突卯 年(1 663 )の「御

絵幌J(小西家!日蔵 大阪市立博物館蔵〉の大半
に描かれている点に注沼する 必要があろうと思

われるからである。 一方， 承応 元年 (1 652)刊

号苦闘万匂」に
金銀も浮世くるいにつかいす で， だての小袖

に箔をおくなり引

と詠まれた類の小袖は， 京都の上流婦人の好み

ではなく， 慶安 3 年(1 650)刊「女鏡秘伝書J 上

巻十六 αこそでめすもやうの事 " には

うへよりのこそでかたびらなとも だてなる

大がらのちらしなとは おすへはしためきて

いやし ただしんなるちらしのしかもだてな
るこそよけれ-・・・・はくなどのあまりのりごは

なるはしなすくなし そうじてこはげなるも

のをきたまふべからず.)

と記されている。 前記の雁金屋とは， 尾 形光琳

の生家で， 本阿弥光悦を親族とし， 3 代宗柏の
慶長から 元和(1596-1 623 ) ごろにかけて， 上
層町衆としての教義， 染織家としての 実力， 荷
人としての財力を不動のものとした家柄で， 光

琳の父宗謙の代に成る前掲注文帳の小袖は， 2 

代将軍秀忠の 3 女東播門院やその側近の人々を

主な注文主とし， 全体と模様部分のパランスを
保つために余 白の風韻を重視した点に， 品格と

高尚なる芸術性が伺われるものである。

したがって「御ひいながた」に描かれた意匠

も， すでに京都における上流社会の好む小袖で

あったとするならば， 明暦 3 年 (1 65 7) の江戸

大火は， この摸様構成が江戸に伝幡される契機
にはなっても， 成田とは言えないであろう。 す

なわち， 各藩大名の妻子常住地となり， 大消費

都市となりつつあった江戸の町に豪快さだけが

求められていた頃， 京都では， 古来風雅なる貴

( 164) 



族文化に加えて， 光悦が臆ケ峰に芸術村を開設
( 元和3 ) するなど， 江戸の新興文化に比して

はるかに洗練された文化が育成されており， そ

れが， やがて小袖模様の上にも表現されたもの

と解せないであろうか。

2 腰高模様の 形成

寛文年間 ( 166 1- 1672) の様相を記して「我

衣J には α男女の衣服そろそろをごる" 引とあ

り， 大火に乗じて巨利を博した投機商人の賛は

英膿へと駆立てられ， 延宝年間 ( 1673 - 16 80 )

にヨさって「武野埼談」には， 東西の豪商夫人に

よる衣裳競べの一件が記され， 華美壮麗なる生
活振りは武家を凌駕して， 石川六兵衛はそのた

めに家屋敷家財閥所， 府外追放を命ぜ ら れ た

(r江戸真砂六十Ip占」巻のーり。
この頃までの小袖は， 延安 9 年 ( 16 8 1) 江戸

大伝馬弐了間， 木下甚右衛門により「新撰御ひ

いながたJ と題して， 寛文 7 年 ( 1667) の「御
ひいながた」が改刻されている点からも， 依然

寛文模様が中心であったと思われる。 r御ひい
ながたJ 18 1図の寛文模様は， 大半が肩に主点
を置いた構図 (図 1-1 ) であるが， わずかに

裾に主点を置いたもの ( 圏 1-2 ) も見られる。
しかし後続の雛形本には次第に後者の見出が多

図1 -1 寛文模様(腐に主点を5まいたもの)

くなり， やがて， この構図の上限が駕から腰の
位置にまで下降したところに腰高模接の形成を

みる。 しかしこの開の動向を詳細にあたってみ

ると， あたかも図 1-1と図 1-2 の構図が結合

して、次に上下に 2 分したかのように 腰裾ばか
りでなく背の部分にも模様を置く時期を経過し

ている。 この点に着眼し， 露首 形木より上下の模

様内容を類別すると表 1-1のように表わされ，

表1 -1 背と腰の模様内務の類別
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4.模様のないもの
袖に模様のないもの

小袖模様は 1-a， 1-b， 1-c， 2 -a，2 -b 

ーというように組合わされる。 図 1-3 は雛形
本の 実例によってこれを示したものである。 こ

のほかに， 問時期に，エ民三段時には四段の段

模様も存在するが， それは比較的鑑期間の{傾向
であるためここでは考察の対象から除外する。

小袖模様各類型の見出は， 古くは， 序 文 に
α近き頃よりものずきかはり成ほど軽きを本と

す " と記された天和 4年 ( 1684) 刊「新板当風

図Iω2 Jt文模様(裾に主点、を鐙いたもの)
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図1 -3 :tí文模様から)陵高模様への動向
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2.3 諸国御ひいな がた(良卒3 ) 8.10.11.12 源氏ひい ながた(点本4 ) 

5 '1言悠ひい ながた(元禄13)

( 1 67 ) 

9 花鳥ひい ながた(元禄16 ) 



御ひいながた」所載の姿絵 (図 1-4 ) が 4- b

であり ， 貞享 2年 (16 8 5) 刊「今用御ひいなが
たJ 所収の 2 図が 1-a， 1 図が 2-a， さらに

1 関 (図 1-5 ) が 3-bでこれには 収こしかハ

リもん付……志ほらしくしてよき もやうなり"

と添え書がなされて いて ， 向3年(16 86)刊「諸

国御ひいながた」同 4年 (16 8 7 ) 刊「源氏ひい

ながた」同 5年 (16 8 8 ) 刊「 友禅ひいながた」
では ， 様々の類型が頻繁に見出されるようにな

り ， この傾向は元 禄末期(170めまで続くヘ し

かし ， それらの流行の順序には 決まりはない。

なぜならば ， 雛形木における見出と ， 天和2年

(16 82) 刊「女子名一代男j以下西鶴文学の挿絵
等に描かれた ものとは必ずし も一 致しないから

である。 9)

有徳者の美服への追求は ， 狩野派商工の手に

よる秋の野の描絵 (天和2年刊「好品一代男J
巻七10))， 絵にみる上 方ゆかしき嵯峨野の名所尽

しの衣裳(貞享元年刊「好色二代男」巻ーω)，

義絵の山水(問書巻五ω)， 百羽後や孔径の切

付の小袖 (罰 2年刊「好色五人女J巻三山〉 な

どを生み出し 吹さて も幸子の世の中や ， 此衣裳の

代銀にては ， 南脇にて六七 間口の家屋敷を求め

けるしたに したり " (関年刊「好色一代女J

図 1-4 腰高段機(天干日4 ) 

巻四凶〉 と ， また α古代にかはって， 人の風俗

次第に革ぎになって ， 諸事分際よ?I立花麗を好み

殊に妻子の衣服 ， また上 もなき事共身の程しら

ず" (元禄 元年刊「日本永代蔵」巻_15)) と ，

ますます上 昇の気運に満 ち ， 女庭訓物に 吋寺の

はやり もやうは大かたかぶきしばいより出るな

れば，是をこのみ着給ふ も派手に見えてあしし，

衣類は上代風今のめには初心めきたるを着給ふ

女中こそ心 も艶にやさしく思はるる ものなり η

(悶5年刊「女重宝記j一之巻 七16っと 説かれ

ながら も α元禄より正徳、に宝て 三イs年の 間人正

路なれども奈る心多によって" (1我衣J17)) べ内

{誌は 〉 芝居をたびたび見物して ， 心をいたづらに

なし……遊女模様の染小袖を着ちらかして ， 1ft 

帯をかまはず ， 身だしなみに一日かかり で， 出

入人へのあいさつなく ， 無礼なる事を知ず ， 酒
をのみならひ ， 三味線を引 ， とかく身を売もの

のまねをして ， めしっかひまで v、たづらにし

なす " (正徳 3 年刊「日本新永代蔵j巻之::tî:凶〉

ありさまであった。
元 禄を経て ， 宝永 ・正徳の頃(1704� 1715)の

小袖模様には 伊達紋が流行で ， 京永元年(170 4)

刊「丹前ひいながたjでは ， u当流紋 "あるいは

吠丹前紋nと 称、して36 閣を所収し ， 同 2年(170 5)

刊「当世模様委細ひいなかたjでは ， 各図上段

図1 -5 腰高模様(点字2 ) 
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関1 -6 妖艶な腰高松様(ïE徳3 ) 

左端に伊達紋の拡大間を置 き， 序文に

これは模様上能して下 悪く。 又下 宜してよ心
にかなはず， それとそれと。 これとこれと。

色は何に染て。 紋はいづれをと

と， 自由に組合わせることを意閉したものであ

り ， 向5年(170 8)刊「新板花陽ひいなかた網目J
にも， 尽替り作文 " と称して361盟が掲載されて

いる。 すなわち， 華麗なる伊達紋にあけぼの染
など妖艶な腰高模様 (図 1-6 ) が主であって，

卒保 (1716�173 5) に至り 8 代将軍吉宗の倹

約政治のH寺 代を迎えて ， ょうやく， 背は小柄な

紋または無地とした閑静な腰高模様(図 1 7 )

の定着をみるのである。

風俗の華麗化に相反して， 模様構成が下降縮

少の傾向をみせるのは， 服飾構成上からは， 祐二

の発達を挙げねばなるまい。 すなわち， rむか
しむかし物語J には

むかしは・ …女中の搭長さは七尺五六寸(227

� 230 cm ) ill， JZ.椴子郁子の帯も七尺二五六寸

成し ， "'1と女は木綿金入とて， 木綿を織たる金
入杯にて有し ， 覚文の末よりはば広に成て，

延安の頃専川山ょに成， 純子三ツ}IIJニツ;IIIJ杯
にも， 長さー丈式三J\.(364�394cm )になるU})

とあれ また太宰春磁の rð;�語J には

図1 -7 閑静な腰高模様(事保4 ) 

寛永の比一向一婦女の帯は金制を美麗の限とし
…広さ慌に鯨尺ニ寸( 7. 6ω1 ) ばかり， 紙

を心として綿など入るることなし 都てタj

女の衣服 ， 昔 は髄めて質素なり き・・・・・・婦女の
帯も貞享 ， 元禄の比より漸く広くなりて ， 今

( 元 文 ， 延事の頃〉鯨尺にて八九寸(30. 3 �  

34. lcm )におよべり。綿を心として若手の如し20)

とあって ， ノト袖は帯により上下 2 分されるよう

になった点である。 次に染織技法上では ， れ縫

金子にて仕出し侠模様…・・ 当世の風俗にあはざ

る故・・... " ( 天和年刊「新板当風iJIJひいながたj
えもん'"丸、0:<

奥書 )αふるめかし き絵紋鎚薄をはぶ きて…… η

(良事 2年刊[今用1，1IJひいながた」序〉友槻染をは
じめとして種々の染による， あけぼの ， 染分 ，

小色入(ま‘かしやすみ絵 ， さいし き絵など繊細な

染色が好まれるようになった点が挙げられる。

近世初期から中期に至って ， 文化の担い手が
武家から豪指さらに市井の人々に移行するH寺勢

に小袖模様も， その中で ， 一部の特権社会の権

力や寓力の象徴から次第に広く浸透し ， その意
味において ， 大仰さは平明さへとあるべ き方向

に整理されていったと見倣すべ きであろう。

Il .�生模様考
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図II -1 伐絞憾の滋m'!
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1.4. K. K鐙紡政(江戸後期J)

2.6.9. 新語IW千歳:fil! (ñ政12)

3.7. 雛形付!の山(宝暦4 ) 

5.8. 新記10抑制定(安永10)



1 棲模様の形成
雛形本に描かれた楼模様小袖をみると，
・5誌永元年 (170 4) 刊「丹前ひいながたjの

1図 (江戸つま〉

・宝暦 4年 (17 54) 刊「雛形千歳草j六十一

苦手(嶋涼つま〉六十二番(江戸つま〉の 2
関

• f[i] 7 年 (17 57) 刊「雛形袖のIIIj九十番か

ら九t-二容(皆下)九十七番から百一番(江

戸楼〉の 8 図

-安永10年(17 81)刊「新鋭形曙桜」五十四番

・五十六番(14高原つま〕の 2 図

-寛政12年 (180 0 ) 刊「新鋭形千歳袖」間十

九番(つまもやう〕の 1園

などには， ( ) 内のごとくそれが明記されて

おり， さらに

・前掲「新雛形隠桜」四十九番から五十三番

・:11.+:11.番から五十七番 ・五十九番から六

十一番の11図

-前掲「新銀ft形千歳半ilU 86種92図中の63図

には， 明記されてはいないが同類と見倣し得る

ものが所収されている。

しかし， ここで問題となる点は， r新雛形千

歳袖j所収の;棲模様63図中11図に尽すそもやう "
と添え書がある点である。 表II-1はこの“すそ

もやう " の内容を明らかにしたものである。 こ

の努fg形木には， また， 序文に
はるを待たかふり袖のうつくしく 染てみた

きは江戸つまや 嶋原風に梅さくら ちらし

表豆一1 r新鋭形丁拡をトIIJJに記絞された"i-そもやう"
のi村�

丸山添号|内 得11 ft出番号|内 容

二十一得 後1';] き

二十1/1:]需: 拡t
二十六一喜子 江 戸 後 六一I-U_9呑 江 戸 稜
ILLJ +寄 ?会 ←F 六十六番 緩 下
四十二添 主主 』ド 八十間接 江 戸 接
IJL卜1-六詐 総 ド 八一1品九?昏 江 戸 線

移民一H巴i番は紋らし模織をJマlつ総僕様であ るため後模

後の類には含まない

もやうに高砂の このうらもやうとりませて

四季折々のながめに あかぬ千歳の袖をここ
にうつして

寛政十ニ年申菊月
とあり， α江戸つまn 収向島原風 " の語はあっても

依すそもやうn の語は記されていない。 したが

って， 表II-1およびこの 序文より， 当番では，

裾模犠と複模様が同義に扱われているといえよ

う。 裾模様と楼模様の相違点は何であろうか。

「守貞漫稿」第十五縞 女服には
今世五寸 (15.2cm) 七寸 (21. 2cm) 模識など

云は必裾模様品裾模様は両棲を高く其除は低
く描くこと也棲もやうの高さにて五寸もやう

三寸もやうなど云也21)

と， 裾模様における棲部分を複模様と称してい
るが， 問書にはまた

老婦は… 一片裾模様一名複模様とも公布桂の

棺に模様を描く也221
と記載されて， ここでは裾模様の一種と解され

る。

裾模様の語は， 古くは貞享 4年(16 8 7)刊「源

氏ひいながたJ 宝永先年(170 4)刊「丹前ひいな
がたj目録， 正徳 元年(1711)刊「新撰当流相生

雛かた」序文，事保17年(1732)刊「万金産業袋J2 31

などに見出されるが， これらは， 寛政 2年 (17

90 ) 刊「寛保理事江府風俗志」にいう 尽すそも
よふと云も腰 迄付るn山種のもので， r守貞漫

稿」第十五編女服では， これを α腰模様 " と称

して ミ包括模様 " と区別している2ヘ腰高模様よ

りもさらに下降した裾-模様は蛍謄(17 51-1763)
以降のもので， 模様位置の裾上がり寸法により

八寸模様 (r反古染J261)， 七寸模様(r守点投稿」

第十五編 女服27))， 五寸模様 (r反古染J2町践

のをだ券J291 r守点漫稿j同 30))， 三寸模様(r守

貞漫稿」 悶31つがあり， 安永 8 年 (1779) 刊の

「浮世草j問， 文化 7 年(1811)刊の「飛鳥川J3 31

にも当時の流行と記されている。

これに対し， 楼模様の語は， 雛形本には前記

の如く記載されていても， 一般には用いられな

いものであったのかほとんど見出せず， わずか

に人情本の中に見られる程度である制。
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棲模様の成因を考察すると， 享保の頃 (1716
-1735 ) の腰高模様が， ①倹約令の影響， ①時

代の推移による好みの変化によって， 帯と髪型

とに装飾の場を譲り， 小袖模様は， 小柄なもの
を下降させて， すっきりとまとめた着こなしの
傾向がこれを定着させたと解されるであろう。

2 楼模様の位震の類型

雛形本の図様と添え書から， 楼模様には， 擦

の部分の模様の高さにより， 複下 (衿先よりも

低いもの〉江戸棲 (衿先にかかる高さのもの〉
嶋原稜 (絢 元までかかる高さのもの〉の 3 類型

が得られ， さらに図II-1 は， それぞれの前後

の模糠位置を見出資料 (図II-1 参考例参照〉
に基づいて類別し， 図示したものである。

E 裏模様考

1 装模様の 形成

雛形本より裏模様小袖の 閣を抜粋すると
・宝暦 4年 (175 4) 刊「雛形千歳草j五十九

番六十番の前後 1 対
・ 問 7 年 (175 7) 刊「雛形袖の山」六十五番

六十六番の前後l対， および六十七番

六十九番の前向き 3悶

-寛政12年 (180 0 ) 刊「新雛形千歳袖」六十

九番の前向き 1 図

には， すべてに 吠裏模様" の語の記載があり，

・前掲「新鋭形千歳袖」七十二番七十三番の
前後 1対

も， 明記はないが同類である。

次に， その他の文献から流行の時期をみると

婦人裏模掠及横櫛の始は宝暦明和の比 (守

点漫稿J 第十五編 女服8日〉
明和年間記事……婦女の衣類表は無地にし

て， 裏に模様を付くることはやる (1武江年
表J S6) ) 

其頃 (明和安永の頃〉より女の小袖のうら

もやう流行出で…… (1践のをだ巻J37))

女子の髪かた ち衣類の物ずき 伊達風流各 J.lIJ
の事とはいふながら自に立ものは…・..，J、袖の

うらもやう (安永 8 年刊「浮世箪JS8) ) 

同 (女の衣裳〉裏地……安永天明の頃裏模

様小紋むく専ら也 (1反古染J S9)) 

女中の衣類は・・・・・・裾模様裏模様杯は近来 は

やる (文化 7年刊「飛鳥川j40))

などと記されているから， 裏模様が流行するの

は， 宝暦 (1751-1763) 以降の江戸中期から後

期にかけてといえるであろう。

しかし， 虫永 元年 (170 4) 刊の努IÊ 形木「丹前

ひいながた」下十九丁表頁には， この裏模様の

流行に先がけて α小袖のうら地自， 山道紅染の
図"と記された小袖図 (関ill-1 ) があり， これ

は後に， 1反古染jに
元文の末より臨し裏とて， 紅うらに初i通りを

外の色にて継しが， 後には裾通りを松皮， 立

皮 (立波か〉青海波の類を， 浅黄御納戸茶に

染わけ41)

とあるように， 白地の裏の裾部分を紅で染めわ
けたものであるならば， ここでいう癒し裏とい

えるが， 後述 (ill -2， 3 ) の裏模様小袖 実物資

料の 1領 (図 班-2 ) に， 胴裏が紅絹， 裾が引

返しで同 形状 (ただし 実物資料では， 表地が松

尽し模様の総絞りであるから， 引返しは松林に

打 ち寄せる波型と見倣し得る〉で， 切継ぎの技
法によるものが存在するため， それと同類のも

のとも思われる。

いづれにせよ， この見出は， 流行におよそ50

年先行するもので， 裏模撲の 形成について考察

するとき， さらにそれ以前に成因を求めること
ができる。 すなわち， 天和3 年〈α16侃83め〕正月 の
禁令4

るとι， 収唯答御p附詑法ミ度は表向は守り札， 内証はE蕗主子類さ

まざま調へ" (貞享 3 年刊「本朝ニ十不孝」巻
_43)) るありさまで， 収紋なし， 鍵茶の物を着

とおもへば， 下は紫鹿子のひっかへL-" (問先

年刊「好色ニ 代男J巻五44)) という賛沢が考案

され， 元 禄期 (16 8 8 -1703) に入ると αさのみ

人の悶たたぬ事にあたら金銀を拾ける" ( 元 禄

5 年刊「世間胸算用1券_45l) のが， 大臣の薮
快なる心意気とばかりに， 賛沢の意味が外観の

豪華さから内面上の満足感に移り動き， u大臣
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函IJl-l 裏， はj)宜主r.�の小和Ij (支永元)

も美服の好かはって……見えぬ所に結構をつく

し至りというて珍重が7.:>" (同15年刊「領域色

三味線J京之巻461)風を生じせしめた。 江戸中
期， 小袖模様が縮少化の{頃向を見せると き ， α底
いたりとやらん心もち" ( 1践のをだ巻J47りに

到達させるべ きものとして， 裏模様小袖の流行
を見たわけである。 文化11年 (1814 )刊の滑稽

本「古今百馬鹿」には

⑮「ム』い〉はい， 描茶に黒裏といふ所を，

ひねって裏模様もおつだ。
.A.r黒裏はあんまりたんとあるから， 裏模様

にしました制。
と， 喜ばれている。

2 裏模様の位置の類型

前記 (班-1 ) 3 種の雛形本から得られる模

様の位置の類型は， 図ill-3-1 および2 の 2 種
である。 すなわち， r雛形千歳草jでは図盟-3

-2 ，  r雛形袖の山J r新雛形千歳袖Jではすべ

てが函ill-3-1と類別される。 しかし， 豪商三

井家!日蔵の5 領の 実物資料(文化学問蔵 〉を裏返
してみると， 図狙-4-1が 3領， 図ill-4-2 お

よび3 が各1領ずつである。 園ill-3・4より裏模

様小袖の模様の位置は， �m形本に表現された衿

劉IIト2 安， ;J以!{切継のノj、Ml (江戸後期)

先・河祇・械のほかに， 実物資料に即してみる

と管見のすべてが両袖口にも置かれていること

を知る。 そして， これらは， 天明の頃 (17 81�

17 8 8 )から盛んになる額仕立嬬枠のへりとりの
位置と重なり ， 所作により見え隠れする部分の

装飾という共通の意味をなす点に， 時代の衣裳

風俗の特性を見い出すものである。 図血-4-3

に示すごとく， 背中央に置かれたものは， なお
さら人目に止まるものではなく， 着る者の自負

心を大いに満足させるためだけのものであった

にちがいない。

3 裏模様の表裏模様関係の類型

裏模様の模様配置は， 裏のみならず表裏の模

様関係にもその類型を見い出す。 r武江年表」

による裏模様では，

表は無地にして……削

とあれ 「践のをだ巻」では

紋付などの無地にして……叫

と記され， r雛形千歳草Jr雛形袖の山Jに見出

されるものと「新鋭形千歳袖」の 1 国および実

物資料のうちの 3領がこれに相当する。 しかし

「践のをだ巻」には， さらに

表は無別 条大風の島町}
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図III -3 お(Ê形木による災技僚の模機配置

関III -4 実物資料による哀模様の模様配置

とも記されて， すなわち表に模様のあるものを

見ると， r新雛形千歳袖jのもう 1 図の裏模諜
の 添え番には

間おものかりほ あぜみちになるこ 小竹の

あしらい (表 〉 むらすずめの ちらし (裏 〉
L 表裏関連のある異種の模様が置かれている
(留国一 5 )。 実物資料では未だこの類を見ない

関III -5 表裳異磁模様の小袖(覚政12)

が「守貞漫稿」第十五編 女服には

表裏同色を引返し裏なる物に裾ーもやうあるは

表もやうを裏へもかけて描く町

とあり， この記載のように， 表の模様が裏裾に

まで及んだ表裏 罰種模様のものを 2領 見 出 す

る。 したがって， 裏模様といえども， 表裏の模

様関係には， 表ill-1 に示すように 3 種が存在

することを知る。

表ill-l 裳模様表裏模様関係の類型

類型 表 裏

① 伊達紋付無地 模様あ り

② 模 様 あ り 表と異種の模様あ り

③ 模 様 あ り 表と同穏の模様あ り

N 変遷と要因

1， II ，  ill より， 近世初期の総模様の小袖が

寛文模識を経て， 宝永 (170 4-1710 ) 以降， 複
模様， 裏模様に至る過穫を， 図IV -1 のように

構成する。
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この変遷の要因を求めると，

①社会的要因…・…-・……災害・禁止令・倹

約令など

@服装構成上の要国…・小袖の 形状着装の
変化・帯や髪型の

変化など

の 2方向を誘因として， 時代の好み・風潮・流
行が 形成されていったためであることを知る。

その担い手がそのまま文化の担い手であること

は， 現代社会にも共通する思考であろうが， こ
こでは， 江戸時代寛文 (1661-1672) 以降， 従

来 のような政治的権力の保持者ではなく， その
配下に存在した大多数の庶民が， 彼等の圧権に

応えるべしむしろ時代の権力者よりもはるか
に旺盛なる生命力をもって， 手を変え品を変え

て 形成した結果であり， しかも恐らくその最初

であろう点に服飾上の時代的意義を見い出す。

本論は， 日本服装史の中で， 小袖文化の時代
と称し得る江戸期の小袖の模様配置の変遷に，

微考ながら一見解を得たことを結論とするもの

であるが， 今後も， これに関して追加修正を重

ねるべきことを課題とする次第である。

主要引用文献

1) 図書刊行会編 図書刊行会議書: 第一期 燕石

十種 第一冊所収 P. 164 図書刊行会 1907

2) 患者刊行会編 間苦手刊行会殺害 第三期 近I!Iと

)!ill.{'谷見間集 第一lHr所収 P.41 図書刊行会

1970 

9) 開ミl}= P. 63， 64 

10) !]*名著全集千IJ行会編終発行 日本名著全集

第一期出版 江戸文芸之部第 ‘:(J: V可�l�名作集

上所収 P . 114 1929 

11) 何者 P .162 

12) 問委 P.247 

13) 問手;: P. 522， 523 

14) 問書 P. 631 

15) 日本名著全集刊行会編輯発行 日本名草子全集

第一期出版 江戸文芸之官15第二巻 阿鶴名作

集 下 所収 P. 95 1929 

16) 問中ちた子・問中初夫共編 家政学文 献集成

<続編>約八flfr江戸JYIVlll所収 P.239 波辺設

J;Y 1970 

17) 前掲書1) P . 141 

18) 院本名�.全集刊行会総料発行 n本名護金銭

第一期出版 江戸文芸之部 第九巻 浮世草子

集所収 P. 629，630 1928 

19) 古iÍlt局番2) P. 21，22 

20) 日本随主張大成 齢i母部活ìij !Iコjs:随祭大成 第一期

第九老会所l佼 P. 258 "皆川弘文ft'�i 1927 

21) 喜多川守貞裟 近|止風俗志 P，537，538 魚住

議:応 1970

22) [f司書 P.539 

2:3) 日本経済数字J刊行会総 通俗経済文践 者会十二

m収 P . 145 日本経済議:者刊行会 1917 

24) 図書刊行会編 国勢刊行会議書 第三;!tJJ 近世

風俗見開集 第三11号所収 P. 3 国務刊行会

1970 

25) 前掲書21) P. 529 

26) 問書刊行会綴 国主刊行会議官子 第一WI続殺

石十税 第一冊所収 P .178 図書刊行会

:3) 11本随祭大IJ，文線料部編 !]ヌjs:随筆大成 第三Wl 27) 前掲書引) P. 537 

第三空会所l以 P，729， 731， 755， 759 11本随 28) 前t弱者26) 1'.178 

3長大成 刊行会 1929 29) 前掲m: 1) P. 211 

4) 生川泰明著 近彼女風俗考所載 1'.37ウラ 30) 前掲書21) P. 537 

東陽3詮(則的 m5 m 開設 P.537

5) 問中ちたそ子・田中初夫共編2反政学文献集成 第 32) 三回村鳶魚網 j孔l';!日ω穏 上巻所J\S( P . 181 

-Il'丹江戸期I所�又 P司285， 286 渡辺警府 中央公論社 1978

1966 33) 日本随筆大成 編輯部編 岡本随筆大成 第二:)jJJ

6) 前掲努1) P. 164 第五巻所収 P. 414 日本随筆大成 刊行会 19 

7) 同-i!l: P. 112 28 

8) )服装文化協会総 服装文化 No. 161 拙稿「江 34) 服装文化協会編 服装文化No，目163 拙稿「江

戸時代前:JVlの染織J 1'.61，62文化出版 局1979 戸時代後期の染織J1'. 53 文化出版 局 1979 

( 178) 



35) jìM�苦手 P.537 

36) 斉藤月本選:金子光騎校訂 東洋文庫 116

土問lIT武江主f表1 P .186 :�l凡社 1969 

37) 前掲諮; 1) P. 212 

38) 前掲苦手32) P .181 

39) 前掲議26) P.178 

40) 前掲苦手33) P. 414 

41) 前掲幸子26) P.178 

42) 高柳:究三・石井良助編 御触書箆保集成 三十

六 諸商売之部2052 P .1004 岩波書庖1958

43) 前掲書10) P. 692 

44)同:会 P.247

45) íìíjt�議'15) P. 571 

46) 前掲芸十18) P. 214， 215 

47) 前掲議 1) P. 212 

48) 1:1本名苓全集刊行会綴続発行 日本名著全集

( 179) 

第一期出版 江戸文芸之部 第十四巻 滑稽本

集所収 P.727 1927 

49) 前掲努36) P .186 

50) 前掲番 1) P. 212 

51) 問書 P.212 

52) 前掲脅引) P. 538 

転 裁 図 版
図1 -1 r御ひいながたJ所収

2向

4 r新板当JÆl手jlひいながたj所収

-5 r今用御ひいながた」所収

6 r正徳ひな形」所収

一7 r雛形菊の井J所収

図ill-1 r丹前ひいながた」所収

-2三井家!日蔵

一5 r新雛形千歳袖J所収
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